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第９ 少年相談
１ 受理件数の推移

令和４年中の少年相談総受理件数は588件で、前年に比べ89件（17.8％）増加した。

第50表 少年相談受理件数の推移

※「保護者等」には、保護者、家族、学校関係者、関係機関職員、近隣住民、警察ボランティアが

含まれる。

２ 相談者別状況

相談者別状況は、少年自身からの相談が160件（27.2％）、保護者等からの相談は428件

（72.8％）で、前年に比べ保護者等からの相談割合が増加した。

令和４年中の少年自身からの相談は、高校生が74件（46.3％）で最も多く、次いで中学生が

22件（13.8％）であった。

第51表 相談者別状況

う ち 女 性

588 331

160 96

未 就 学 児 0 0

小 学 生 5 3

中 学 生 22 13

高 校 生 74 50

大 学 生 16 9

その他の学生 11 9

有 職 少 年 21 9

無 職 少 年 1 0

不 詳 10 3

428 235

相 談 件 数

保 護 者 等

総 数

相談者別

少 年 自 身

区別

484 404 381 476 578 556 542 488 499 588

少 年 46 53 33 40 84 93 116 116 150 160

保 護 者 等 438 351 348 436 494 463 426 372 349 428

相談者別
2 4令和元

少 年 相 談 総 数

年次
27 28 29 30平成25 26 3
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３ 内容別状況

令和４年中の内容別受理状況は、非行問題に関するものが117件（19.9％）で最も多く、次

いで犯罪被害に関するものが113件（19.2％）、学校問題に関するものが99件（16.8％）であ

った。

少年自身からの相談では、犯罪被害の相談と交友関係の相談が約７割を占め、保護者等からの

相談では、非行問題、学校問題、家庭問題の相談が約７割を占めた。

第52表 相談内容別受理状況

相談者別

588 160 428

117 6 111

薬 物 乱 用 3 0 3

性の 逸脱 行為 1 0 1

そ の 他 113 6 107

99 6 93

校 内 暴 力 7 0 7

不 登 校 3 2 1

い じ め 46 3 43

そ の 他 43 1 42

85 5 80

家 庭 内 暴 力 11 0 11

児 童 虐 待 44 1 43

そ の 他 30 4 26

72 32 40

異 性 交 遊 18 5 13

友 人 関 係 24 11 13

そ の 他 30 16 14

0 0 0

113 78 35

0 0 0

6 3 3

96 30 66そ の 他

家出に関するもの

自殺に関するもの

犯 罪 被 害

健 康 問 題

家 庭 問 題

交 友 関 係

学 校 問 題

少 年 自 身 保 護 者 等
相 談 者

総 数

非 行 問 題

内容別
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４ いじめ相談

(1) いじめ相談受理件数の推移

過去10年間の推移は次表のとおりである。

令和４年中のいじめ相談受理件数は46件で、前年に比べ25件増加した。

第53表 いじめ相談受理件数の推移

(2) いじめに起因する事件の検挙・補導状況の推移

過去10年間の推移は次表のとおりである。

令和４年中の検挙・補導件数は１件で、前年と同数であった。

第54表 いじめに起因する事件の検挙・補導状況の推移

年 次 平成25 26 27 28 29 30 令和元 2 3 4

受 理 件 数 52 24 18 29 41 49 50 24 21 46

5 2 0 2 1 0 0 0 1 1

傷 害 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0

暴 行 2 1 0 0 0 0 0 0 0 1

暴 力 行 為 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

恐 喝 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0

そ の 他 2 0 0 0 1 0 0 0 1 0

3 6 0 3 1 0 0 0 3 1

2 3 426 27 28 29 30 令和元

検挙・補導件数

検挙・補導人員

年次

区分
平成25
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５ 「少年相談110番」による相談受理状況

「少年相談110番」とは、警察本部少年課にフリーダイヤルで設置している、少年相談の専用

電話である。

令和４年中の「少年相談110番」における相談受理件数は30件で、前年より2件（7.1％）増

加した。そのうち、いじめ相談は２件で、前年に比べ3件減少し、全体の6.7％を占めた。

第55表 「少年相談110番」の相談受理状況

第56表 内容別件数 第57表 相談者別状況

受 理 件 数

30

7

2

言葉での脅かし 0

か ら か い 0

持 ち 物 隠 し 0

仲 間 は ず れ 0

暴 力 0

た か り 0

そ の 他 2

4

3

0

6

0

5

5

う ち 児 童 虐 待

健 康 問 題

家 庭 問 題

非 行 問 題

そ の 他

学 校 問 題

犯 罪 被 害

交 友 関 係

総 数

受 理 内 容

う ち い じ め

区分

年次
平成25 26 27 28 29 30 令和元 2 3 4

45 27 14 13 8 8 18 14 28 30

い じ め 相 談 16 5 2 3 1 3 4 1 5 2

いじめ相談の率（％） 35.6 18.5 14.3 23.1 12.5 37.5 22.2 7.1 17.9 6.7

相 談 受 理 件 数

人 員

30

小 学 生 0

中 学 生 4

高 校 生 4

大 学 生 1

そ の 他の 学生 0

有職・無職少年 0

不 詳 0

そ の他 （成人） 21

相 談 者 別

総 数


